
新政権に望む

野田内閣が発足されました。各新聞による支持率は60％超。今まではこ

れが徐々に低下していきました。野田内閣はどうでしょうか。

中国の識者によると、日本の後退は政治指導力の問題。国は小さくても

政治が強ければ、国は強くなる。10ヶ月に1度、首相を取り替えていては強

い指導力が生まれるはずがないと。

日本は、少子化と高齢化による労働人口の減少により、国内需要が伸び

る余地は少ない。どうしても輸出に頼らざるを得ない。それが今の円高の影

響を受けている。

9月2日付、日経新聞によると、1ドル76円前後の円高水準が半年続けば、

中小企業の約8割が減益を予想していると。取引先からの値下げ要請や海

外との競争激化を懸念している。

日本の大企業はどんどん生産拠点をアジアなど海外に移している。取引

のある中小企業は選択を迫られている。海外に一緒に移るか、それとも国

内に残って他の販売ルートを開拓するか。

1ドル76円前後が続けば、3割近い中小企業が海外生産を増やす考えで、

国内産業の空洞化が一段と強まると。

現状の日本の政策では、日本に居づらくさせ、海外に押しやるものです。

日本に留まる方がメリットある政策を打ち出さないと流れは海外にいきます。

企業が経済活動を行い、そこで利益が生まれ、利益の中から税金が生ま

れます。税収の大本は企業活動にあります。日本を再度強くするには日本

における企業活動を海外と比較して円滑に出来る環境を作ること。常に海

外と比べてよりよい政策を打ち出してほしいものです。
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私は、8月の間、体調が良くありませんでした。生まれてはじめて夏
バテなのかと思っていました。体がだるい、力がはいらないなど。

近くの医者に行って、血液、尿検査をしましたが、異常なし。

久しぶりに気功療法の先生のところへ行ってみました。すると「被
爆」であると。原発の放射線を受けている。

気功による療法のあと、姫川薬石と閃ウラン鉱をお借りして、首筋や
心臓部などに5分ほどあてるように指示がありました。
これらの石は放射性物質から身を守るということから引っ張りだこと
のこと。気功療法師も4月、5月、6月と山梨、新潟まで採取に行かれた。
私は9月に入り徐々に体調は良くなりました。

被爆を受けたかどうかは、科学的な証明はありませんが、東京にいる
だけでも被爆を受けてしまう怖さを知りました。

行き詰らない考え方をすること

世に行き詰るということはない。

行き詰るのは、

「行き詰るような考え方」を持っているからであって、

「行き詰ることはないのだ」という考え方に頭を切り換えたならば、

必ずそこから成功に通ずる道が生まれる。

成功への道は無限にある。

そう知っておくことがきわめて大切ではないだろうか。

江口克彦「きっと芽が出る人の法則」より

●週刊五十嵐レポート 毎週月曜日発行

●町コン経営塾「会社成功塾」 毎週日曜日、月曜日 午前１０時～１２時。

●町コン・ランチェスタービジネスセミナー 毎月東京・大阪開催
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